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【写経会 ：1 月 28 日（土）１４時～１６時受付】 

用具は貸出あり。手ぶらでも大丈夫です 

 

  

    

   

 

 

明けましておめでとうございます。謹んで新春のお慶びを申し上げますとともに、皆々様

の安穏を心よりご祈念申し上げます。 

私事ですが昨年 12 月 3 日に長女が誕生いたしました。妻の妊娠中よりたくさんのお祝い

のお言葉を頂戴いたしました。改めて感謝申し上げ、ご報告させていただきます。 

さて、今年の干支はウサギですね。私が小学生の頃、ペットとしてウサギを飼っていた友

達がいました。穏やかで優しい顔つきで、キャベツを食べる姿が可愛くてずっと眺めていた

のを覚えています。柔和で温厚というイメージです。 

実は「柔和」は仏教用語として使われます。宗祖一遍上人の語録にも「もっぱら柔和
にゅうわ

の面
おもて

を備えて、瞋恚
し ん に

の相を表すことなかれ（柔らかく穏やかな顔つきで、怒りや憎しみの表情を

見せないようにしなさい）」とのお言葉があるように、仏教者の大事にしなければならない

姿勢でもあります。 

もちろん表情だけでなく心も柔和でありたいものです。柔軟という言葉がありますが、こ

れを仏教では「にゅうなん」と読みます。単に穏やかで優しいという意味ではありません。

仏様の教えを柔らかな心で受け止め、素直に従うという意味があります。心がカチコチで

は他の考えを受け取れません。例えば、同じ話を聞いた人でも「いや、こうあるべきだ」と頭

から否定する人と「なるほど一理ある」と受け止める人では、結果や過程は違ってきます。

何でもかんでも人の言うことを聞くということではなく、まずは柔軟に受け取って、それで

いて自らの考えを巡らせばよいのです。同様の意味では、『論語』の「学べば 則
すなわ

ち固
こ

ならず

（学問をすれば自分の考えに凝り固まることがなくなる）」もまさに柔軟性を説いた格言と

言えます。 

大人になると柔軟な思考や、素直に受け止めるというのが簡単そうで難しいものです。

“自分”というしがらみにとらわれてしまうからです。仏教は「無我」の教えですから、そのよ

うな“自分”は無いのだ、自由でいいのだと教えてくれます。私もなかなか実践できていま

せんが、柔和な心を目指して今年一年精進したいと思います。  合掌 

だりよ  時宗
じしゅう

 東岡山
とうこうさん
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